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【概 要】
拙論では外交史料館［日本外務省外交文書館］の旧秘密文書を通して、１９３９

年のベルリンの日本古美術展覧会の事情が検討された。この展覧会の影響力
のある指導者オットー・キュンメルは、１９１０年にロンドンの「日英博覧会」
において展示された日本の古美術を、日本への帰路にベルリンでも展示させ
ようと試みた。この事実は、ドイツの美術史家がすでに１９１０年頃に、高い水
準の日本美術展を実現するために、日本が所有する日本美術をドイツで展示
する意図を持っていたことを意味する。１９３９年にも重要な役割を果たすこの
志向は、すでにこの時点で存在したことが確認でき、１９０９年のミュンヘンの
「美術における日本と東洋展」と１９１０年のキュンメルの試みは、従来の仮説
通り、１９３９年のベルリンの「日本古美術展」の起源とみなしうる。

【キーワード】
１９３９年ベルリンの日本古美術展、日独文化交流、外務省外交史料館、外交極
秘文書

はじめに

第二次世界大戦が勃発する半年前の時期にもかかわらず、優れた日本の古美術を日本か
ら搬出して展示した１９３９年の「伯林日本古美術展覧会」の開催経緯を明らかにするために、
論者が１９９８年に外務省外交史料館において関連史料を調査した際には、わずか２点しか見
いだせなかった。しかし本年夏に再度調査した結果、数点の貴重な史料を確認し得た。そ
の際に同史料館の柳下宙子女史より助言を得てすすめた。そこで本稿では、それら史料を
読み直すことで、論者が従来より提示してきている同展覧会の開催経緯の仮説を、より明
確な形で補足したいと思う。

【研究ノート】
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１ １９３９年「伯林日本古美術展覧会」の開催経緯をめぐる諸説

１９３９年にドイツの首都ベルリンで開催された「伯林日本古美術展覧会」の開催経緯をめ
ぐる問題について、論者は複数の機会を通じて既述してきているが１、本論の前提となる
ため、ここで改めて概略する。
同展覧会には、独語と邦語で併記された図録と、独語のみの図録とが刊行されたが、内

容の上では同じものである。その図録によれば、この展覧会の開催は、もともとドイツ側
の強い要望にはじまったとされる。それは、１９３６年頃に当時の駐日大使ヘルベルト・フォ
ン・ディルクセン（Herbert von Dirksen：１８８２－１９５５）が、日本精神の特質をドイツ国
民に知らしめようと考えたことが発端となって、本格的な日本美術の展覧会が提案された
ことによる。そしてこのディルクセンの提案を受けて、翌年に、この展覧会で主導的な役
割を果たした、当時のベルリン国立博物館群総長オットー・キュンメル（Otto Kümmel：
１８９３－１９５２）が来日して話を具体化し、最終的にこの展覧会は、日本政府の支援の下に開
催された。
しかし、展覧会の開催経緯をめぐっては、この展覧会図録に記された、いわば公式の説

明以外にもこれまでに様々な説が出されている。まず佐藤道信氏は、１９９７年に、ベルリン
で１９３１年に開催された当時の現代日本画の展覧会である「伯林日本画展覧会」の経緯を論
述するなかで、日本側の関係資料の検討から、この「伯林日本画展覧会」の計画の出され
た１９２７年以前と見ている２。同様に元ベルリン日本文化センター部長の桑原節子氏も、
１９９７年に佐藤氏の説を引用しつつ、支持している３。また現北九州市立美術館長西村勇晴
氏は、１９９５年の段階で、１９３９年の古美術展が１９３７年に日本で開催された『独逸国宝名作素
描展覧会』の見返りとして計画されたと見なしていた４。
このような諸説に対して、論者は、少なくとも１９０９年頃から、ドイツ側の日本美術研究
者や関係者たちが、それまでの浮世絵版画や工芸に代表される日本美術でなく、本格的な
日本美術の通史を知ろうとした動きが、１９３９年の展覧会開催の発端になるという仮説を提
示した５。その裏付けとして、ミュンヒェンで開催された１９０９年の「美術における日本と
東洋 Japan und Ostasien in der Kunst 」展覧会において、まさに、１９３９年の展覧会と同
様に、浮世絵や工芸でなく、絵画や彫刻によって日本美術の通史を理解しようとする日本
美術観が認められたことを取り上げた。さらに、その後の日本美術研究の動向が、同様の
方向性を示すことによっても、納得いくものと考えられた６。その結果、一見すると、ナ
チス時代の開催時期から、政治的な力によってのみ実現し得たと捉えがちだが、実は、日
本美術関係者の長年の思いが、質の高い日本の古美術展を実現させた側面もあった、と考
えられた。この論者の提示した仮説を、今回の外交史料館に所蔵される機密文書史料に
よって、さらに補足したいと思う。
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２ 外務省外交史料館における史料とその内容

近年、外務省外交史料館では、国立公文書館、防衛研究所の史料とともに、「アジア歴
史資料センター」において、デジタル・アーカイブとして史料をインターネット上で公開
しはじめており、史料の整理がかなりすすんできている。以前同館で確認し得たのは、展
覧会の開催を知らせる下書きと、「日独文化協会」の設立１０周年を記念した祝賀会でのド
イツ大使ディルクセンの演説の記録のみであった７。そこで、改めて「伯林日本古美術展
覧会」に関する史料の検索を試みた。それによって以下の６点の関連史料を見いだした。
いずれも機密文書とされている。順にその内容を概説する。

１）「An den Generaldirektor der Staatlichen Museen Herrn Prof. Dr. Otto Kümmel an
den１５．Oktober１９３７，Tokyo．」

この史料は、１９３９年の「伯林日本古美術展覧会」の日本委員会会長で、日独文化協会会
長大久保利武が、同展の事実上の主催者で当時ベルリン博物館群総長であったキュンメル
に宛てた書簡である。内容は、１９３７年１０月１５日に大久保が、ベルリンでの日本古美術展覧
会の実現のために来日していたキュンメルに、懸案となっていた計画について、外務大臣
と文部大臣のイニシャチブで、政府や公的関係者５０名に説得した結果、準備委員会を立ち
上げることができ、それによって同展の開催が現実となったことを伝えるものである。

２）「伯林日本古美術展覧会」JACAR Ref. B０４０１２４３４３００，本邦ニ於ケル協会及文化団体関
係雑件／日独文化協会関係（I―１―１０―０―０５４）（外務省外交史料館）うち、I―０４５４ ０１６３―
０１６４
この史料はいわゆる報告書であり、同展覧会の経緯や目的等が記されている。史料によ

れば、昭和１１年１１月にディルクセンが新ドイツ大使に着任することで、東亜美術協会長
だったこともあり、国際文化振興会理事長樺山栄輔と日独文化協会会長大久保利武に対し
て「日本の精神生活をその表現としての美術を通じて自国民に示すの目的にて日本古美術
展覧会を独逸首都伯林に開催出来るやう努力を乞ふ旨の申出があつた」とされる。日本側
は、その趣旨に反対の考えはなかったが、ディルクセンの希望が「最上級の美術品たるこ
とを条件とした」ことが問題となって、国宝保存及び重要美術品に対する法律が障害と
なった。
ドイツ側では、キュンメルを来日させて説得を試み、結果的に外務大臣と文部大臣が昭

和１２年７月１４日に関係者を集めて説得し、同展開催のための委員会が立ち上げられたとさ
れる。そして懸案となっていた質の高い作品群は、「盟邦独逸との相互理解と親善の為」
に、結果的に文部省等局員の提案から２９点の国宝と６１点の重要美術品の出品が決まり、さ
らに皇室からも御物２点が貸下されることになった。そして美術品は１２月１日に浅間丸で
積まれて横浜を出港し、福井利吉郎と丸尾彰三郎、亀田孜等４名が付き添って、１月１７日
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にハンブルクに到着し、１９日にはベルリン博物館に搬入された。その際井上三郎侯爵は文
化使節として渡航し、兒島喜久雄、山田智三郎も同行した。
同展委員会長にはドイツ側からゲーリンク、日本側から平沼首相が就任し、主な責務は

キュンメルが担った。開会式の様子も伝えられ、２月２８日にドイツ博物館で実施された際
に、ヒトラーが参席し、ディルクセン大使代理のキュンメル、大島大使、井上侯爵の挨
拶、文部大臣ルストの開会の辞が行われたという。展覧会は３月３１日までの間、６万７千
人が足を運んだことも報告された。

３）「伯林ニ於テ日英博覧会ノ出品古物美術博覧会開催ノ件」JACAR Ref.B１２０８３５２７３００
各国博覧会関係雑件第五の一巻（外務省外交史料館）

本史料は、１９３９年の展覧会に直接言及しているわけでないが、１９３９年の展覧会の開催経
緯を考えると、従来にはなかった新たな内容を示している。つまり、１９１０年に英国で大規
模な展覧会「日英博覧会」において日本古美術が展示され、１９００年の「パリ万国博覧会」
と肩を並べる質量ともに優れた展覧会として長らく評価されてきているが、本史料は、こ
の展覧会をベルリンでも実施しようと、ドイツ側が日本に嘆願する文書と、それに対する
日本側の回答に該当し、１９３９年の展覧会の開催の発端が新たにそこに認められるのであ
る。
史料によれば、ベルリン国立博物館東洋美術部長キュンメルが、ドイツ帝国名誉領事グ

スタフ・ヤコビー（Gustav Jakoby：１８５６－１９２１）とともに、広く日本帝国の神髄を紹介
することを希望して、日英博覧会終了後に、同展に展示した日本の古美術を借り受けて展
覧会をベルリンで行うことを箇条書きにして、ドイツ大使珍田大使に嘆願した。１．日英
博覧会終了後一月より三月にかけて、ベルリンの造形芸術アカデミーで行うこと。関係者
に皇族一人を仰ぎ、または発起人にベルリンの知名人、国立博物館館長ボーデを選定する
こと。２．出品物をロンドンからベルリンに搬送すること。また作品の取扱への付添人の
往復旅券、滞在費用などを立て替えること。３．出品物の破損、紛失などを考えること。
４．入場料によって様々な費用をまかなうこと、等である。
それに対して日本側は難しいと回答している。その理由は、１．日英博覧会に出品した

古美術品は、この展覧会に限って同意を得たものであること。２．国宝の出品は、古社寺
保存会から本来は海外への搬出が難しいなかで、今回に限って条件をつけて搬出している
ため、国宝を英国以外に巡回することに対して保存会員の同意を得るのが困難なこと。
３．今回のドイツからの要求を、もしも叶えると、それ以外にフランス、イタリア等の同
盟国から、同様の希望が出た場合に拒否することができなくなること。４．「日英博覧会」
の会期が半年にも及ぶもので、その間の保存を考えると、さらに期間を延長することは作
品保存において良くないこと、であった。
このように本史料では、キュンメルから「日英博覧会」での日本古美術展覧会のベルリ

ンでの開催希望が出されたが、結果的に保存等の理由によって実現にいたらなかったこと
を伝えている。
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４）「独国文部大臣「ルスト」外八名叙勲ノ件」JACAR Ref.A１０１１３４０３８００叙勲裁可書
昭和十六年、叙勲巻十七、外国人（国立公文書館）

本史料は、１９３９年の「伯林日本古美術展覧会」において「計画或は、諸般ノ施設ニ関与
シ克ツ所期ノ目的ヲ達成セシメ日本文化の宣揚上寄与セル」とし、「日本文化ニ対する正
当ナル理解ト尊崇とを加ヘシメ日独友好関係ヲ増進セル功績顕著ナリ」と認められて、昭
和１６年３月２７日付けでドイツ文部大臣ルストなど８名に叙勲するように、当時の内閣総理
大臣近衛文麿が、天皇に裁可を仰ぐ文書と、その二日前の３月２５日に、同近衛文麿の名前
で、一旦、同展の概要とその功労者について具体的に説明して儀典課に伺いをたてた文
書、および同日の日付で儀典課より許可を得た文書である。勲章授与の対象者は、「独国
文部大臣ルスト」、「独国文部次官（党内ノ地位［ルスト］ト同等）チンチ」が勲一等瑞宝
賞を、「独国特命全権公使元外務省文化事業部長スティーヴェ」と「独国外務省文化事業
部特命全権公使フォン、トワルドウスキー」が勲二等瑞宝章を、「独国外務省文化事業部
東亜係長ロート」と「独国国立博物館事務総長ギーヤリヒ」が勲三等瑞宝章を、「独国国
立博物館司書、教授（少佐相当）ライデマイスター」が勲四等瑞宝章を、「独国立博物館
日本古美術展覧会係官（大尉相当）伯爵シュトラウイツツ」と「独国国立博物館日本古美
術展覧会係官（大尉相当）フォン、ホルスト」が勲五等瑞宝章を予定された。ただし、現
時点で実際に叙勲されたことまで言及する文面および史料はない８。

５）「昭和１１年 外務省執務報告（自：昭和１０年１２月－昭和１１年１１月）」昭和１１年１２月１日、
外務省文化事業部『外務省執務報告』クレス出版、１９９５年所収、２６５頁。（柳下宙子氏
からの提供）

この史料は、一次史料をまとめて『外務省執務報告』として刊行したなかに掲載された
ものである。そのなかで本テーマに該当する史料は、１９３９年の展覧会を直接言及していな
いが、これも、同展の開催経緯を明らかにする内容で、見逃せない。というのは、論者が
すでに指摘しているように、イギリスでの日本古美術展の展覧会開催が中止になったこと
で、１９３９年のベルリン展が実現したことを、改めて裏付ける内容だからである。
史料には、１９３９年秋から１９４０年の春にかけて英国ロイヤルアカデミーで日本古美術品を
展示する展覧会の計画があがっていたものの、関係者の慎重な研究と技術的に不可能なこ
とから、実現されないことが明記されている。開催が決まっていたとしても、巡回という
方法が考えられるが、前回の日英博覧会のことを考えれば、それは実現不可能に近いと判
断された。いずれにせよ、従来通り、たしかにイギリスでの日本古美術展が中止されてお
り、今回わかったのは、その理由が、具体的な内容はあいまいなものの、関係者の研究と
技術的な問題にあったとされたことである。

６）昭和１３年 外務省執務報告（自：昭和１２年１２月―昭和１３年１１月）」昭和１３年１２月１日、
外務省文化事業部『外務省執務報告』クレス出版、１９９５年所収、２２０頁。（柳下宙子氏
からの提供）
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５）の史料と同様の『外務省執務報告』のなかに掲載されているものだが、該当史料は、
来春にベルリンで開催予定の日本古美術展覧会の準備のために委員会を組織して、出品物
に関して独逸側と交渉を行っていること、作品は横浜港より運ばれ、作品には４名が付き
添って来年１月中旬に到着して、２月から展覧会が開催予定であることとが報告されてい
る。

３ １９３９年の「伯林日本古美術展」と史料の持つ意味

では、今回確認し得た上記の史料は、１９３９年に開催される展覧会について、どのような
意味を持つのかを、ここで整理したい。
まず指摘できるのは、従来の展覧会開催経緯の状況等を、より詳しく確認できる内容が

認められることである。たとえば、１）の史料からは、１９３７年１０月１５日までに、外務大臣
すなわち廣田弘毅と文部大臣安井英二の尽力によって、ベルリン展の実現が決定したこと
がわかる。ただし、その日付はドイツ側に伝えられた時期であって、日本側は、それより
も３ヶ月も早くにすでに動いていた。そのことは２）の史料に、７月１４日の時点でキュン
メルの来朝を受けて、日本側が委員会を外務大臣と文部大臣によって立ち上げていたこと
が記されていることから理解される。しかし外交史料に記録された日本側の動きは、政府
の機密的な動向であり、日本で一般に向けて公にされたのは１０月１４日頃である。たとえ
ば、当時の読売新聞１０月１４日付の夕刊には「国宝級も搬出し、伯林で日本美術展」の記事
タイトルで、ベルリンで日本美術展を開催することと、そのために委員会が準備されたと
いう内容がドイツ側への伝達同様の内容で報告されているからである９。それゆえ、すで
に展覧会の開催を日本政府で決定しながら３ヶ月後にドイツ側に伝達されたのは、その国
内への告知に合わせたためと考えてよいだろう。そしてたしかにこの委員会の組織をはじ
めたことが、展覧会の実現につながったことは、６）の史料からも把握できるだろう。
次に今回の史料から指摘できるのは、１９３９年の展覧会とは一見すると無関係でありなが
ら、内実的に重要な新事実が認められることである。第一に、３）「伯林ニ於テ日英博覧
会ノ出品古物美術博覧会開催ノ件」の史料からの事実である。論者は既述のように、これ
までに同展覧会の開催経緯を検討してきており、その結果、政治との強い結び付きを見せ
るものの、少なくとも１９０９年頃まで展覧会の開催の発端を見出すことができ、しかもそれ
は政治的な意味合いでなく、純粋に美術関係者たちの日本美術に対する理解の高い水準を
受けた可能性を指摘した。その裏付けには、１９０９年の「美術における日本と東洋」展覧会
がミュンヒェンで開催され、その際に当時の浮世絵や工芸中心の日本美術でなく、質の高
い本格的な日本美術を知ることの重要性が説かれ、実際に１９０９年の展覧会ではわずかであ
るものの、絵画と彫刻が展示されていたことに注目した。それに対して本史料には、結果
的に拒否されるものの、１９１０年の段階で、１９３９年の実質的な主催者のひとりとなるキュン
メルが、質、量の点で時代を超えて高く評価される日英博覧会での古美術展覧会をベルリ
ンで開催したいという要望を、実際に日本側に提示したことが記録されていた。それは、
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従来の論者の展覧会の発端の可能性、すなわち少なくとも１９０９年頃に、ドイツの関係者の
日本美術に対する高い認識があったことを、さらに新たな事例で裏付けることになるので
ある。したがって、論者の推定する１９０９年頃に遡り得る展覧会の発端は、事実に近い可能
性として認識してよいだろう。
その他に、いかに１９３９年の展覧会が日独双方において文化的および政治的に高く評価さ

れたのかを論証する新たな事例として指摘できるのが、４）「独国文部大臣「ルスト」外
八名叙勲ノ件」の史料である。これは１９３９年の展覧会開催後の日本側の動向を示す史料で、
同展が日本側にとって文化交流の上でいかに大きな意味を持つのかを、叙勲というかたち
で象徴させた事実を示している。叙勲の計画は展覧会開催２年後の動きで、すでに第二次
世界大戦は、展覧会開催の年の秋にはじまり、叙勲の話しのすぐあとの昭和１６年の４月１３
日には、日ソ中立条約が成立し、６月の独ソ戦の前の時期である。そのためか、申請後す
ぐに許可がおりるなど、叙勲が急がれていたようにも思われる。だが叙勲の実施につい
て、当時の新聞で調べたかぎり、行われたという記事は見当たらなかったので１０、おそら
くは実施されなかったと想定するのが現時点では無難だろう。
叙勲対象者にあがった「ルスト」は、同展覧会名誉委員会のメンバーRust であり、「独

国特命全権公使元外務省文化事業部長スティーヴェ（Stieve）」と「独国外務省文化事業
部特命全権公使フォン、トワルドウスキー（Von Twardowsky）」「独国国立博物館司書、
教授（少佐相当）ライデマイスター（Reidemeister）」「独国立博物館日本古美術展覧会係
官（大尉相当）伯爵シュトラウイツツ（Strauwitz）」が展覧会実行委員会のメンバーであ
る。「独国文部次官チンチ（Werner Zschintzsch １８８８－１９５３）」「独国外務省文化事業部東
亜係長ロート（Paul Friedrich Roth１８８５－）」「独国国立博物館事務総長ギーヤリヒ（Wal-
ter Gierlich」「独国国立博物館日本古美術展覧会係官（大尉相当）フォン、ホルスト（von
Horst）」は、両委員会に属していない。
その際に留意されるのは、どのような基準で叙勲対象者を決定したのかがあいまいなた

めに、具体的に選定理由が見えてこないことである。前述のように、展覧会の委員会メン
バーであっても、たとえば、名誉委員会のメンバーには他に、独日協会および日本学会長
フェルスター、内務大臣フリック、宣伝大臣ゲッベルス、ミュンヒェン大学教授ハウス
ホーファー、親衛隊長ヒムラー、ベルリン市長リッペルト、プロイセン大蔵大臣ポーピッ
ツ、ナチス党外政部長ローゼンベルクがおり、実行委員会には、駐日大使ディルクセン、
ハンブルク大学長グンデルト、文部省参事官ヘルマン、宣伝省参事官ホフマン、文部省局
長クーニッシュ、日本学会主事ラミング、版画家で日本美術研究者ルムプフがいる。これ
らのメンバーが叙勲対象者から除外され、しかも本来の実質的な主催者であるオットー・
キュンメルが、叙勲の対象にあがっていないのである。どのような基準で選択されたのか
は、想像の域を出ない。
以上のように今回入手した外務省外交史料館の機密文書の史料は、従来知られていな
かった事例などを含むものであり、これまでの論者の開催経緯をめぐって提示してきた仮
説を、改めて補足する内容と見なせるものである。つまり、１９３９年の「伯林日本古美術展
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覧会」の開催の発端は、少なくとも１９０９年頃に求められるものであり、日本美術研究者等
が日本美術の質の高い作品をもって、その全容を知ろうとしたことに始まると、改めて想
定できるのである。

おわりに

外務省外交史料館に残されている公的な史料のうち、今回収集し得た関連史料からは、
１９３９年の「伯林日本古美術展覧会」について、従来指摘される内容を確認するものである
一方で、論者のこれまでの仮説、すなわち展覧会の発端は、日本美術関係者の１９０９年頃の
高い日本美術観に求められるとした説を裏付けるように、１９１０年に日本美術研究者で１９３９
年の展覧会の実質的主催者キュンメルが日英博覧会での日本古美術展覧会をベルリンに巡
回しようと要望していたことが、新たに理解できた。また実現しなかった可能性があると
はいえ、展覧会閉会後の２年後に、日独文化交流において果たした役割の大きさを、叙勲
というかたちで象徴的に日本側は示していたことも、把握し得た。
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５ 拙稿「ベルリンにおける日本古美術展」『美術史』美術史学会編、１４９号、１９９９年、１２４－１３７頁。
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８ 叙勲について、１９４５年まで東京朝日新聞と読売新聞を対象に調べたが、関連する記事は見出せなかった。そ

のため、叙勲は実施されなかったと考えられる。その理由としておそらく時期的にも、外国人に叙勲を与え

る時間は難しかったと想定される。

９ 東京朝日新聞では１０月１５日に「日独美術の交換」として報告されている。

１０ 東京朝日新聞と読売新聞で、叙勲をキーワードに関連記事の有無を探したが、たとえば１９４２年６月２７日付け

で、元大高傭教師独逸人に叙勲とあり、ローベルト・シンチンゲルが叙勲を授与されているが、ルストら８

名は見当たらない。

【欧 文 要 旨】

In meiner Abhandlung wurde durch die ehemaligen geheimen Dokumente
im diplomatischen Archiv des japanischen Außenministeriums die Um-
stände der altjapanischen Kunstausstellung in Berlin １９３９ untersucht. Der
einflußreiche Führer dieser Ausstellung, Otto Kümmel, hat １９１０ versucht,
die in der “Japan-Britisch Exhibition” in London ausgestellten altjapanischen
Kunstwerke in ihrer Rückkehr nach Japan auch in Berlin ausstellen zu las-
sen. Diese Tatsache bedeutet, daß die deutschen Kunsthistoriker schon um
１９１０ eine Absicht hatten, die japanischen Kunstwerke im japanischen Be-
sitz in Deutschland zu zeigen, um die Ausstellung im hohen Niveau zu ver-
wirklichen. Dieses Streben, das auch １９３９ die wichtige Rolle spielt, ist
schon in dieser Zeitpunkt existiert. Die Münchner Ausstellung “Japan und
Ostasien in der Kunst” １９０９ und der Versuch von Kümmel １９１０ gelten als
Ursprünge der “Ausstellung Altjapanischer Kunst”１９３９in Berlin.
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